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目的　被服は個人の嗜好 そ感情により邁択し羞吊される．時､びその瘤 哨勧携となる 色彩
の璽要性はよく知られているが、城服り美的効果 乞高める配邑り 面鴉 効果 は、　これまr 十
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冶ヽ Iでついて考訂区行 った．

方宏 被服り膿族a  3 色配.邑バ）スト ラA  r と干I    ッワt 大. 小･て変化さｔ　 面凍 比･a.

j十「　! ■■ ＼-ト　 仁iリ を屡んだ．これらデザイン画を無彩 色段陣で座り分け.   配色は赤、

黄. 繰、脩、無彩 色^ 基本色とする/4瀕 を配邑シミュレ ーション輩置､こ循入し. 徴恥畷､１
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